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うまれたときのケンちゃん牛の体重はおよそ
40ｋｇ。毎日４ｋｇものお乳を飲んで約２ヵ月
でなんと 60ｋｇの大きさになりました。

「なんだかどんどん大きくなっていくよ。お乳
だけじゃものたりなくなってきたなぁ」
ケンちゃん牛がそんなことを考えていると、そ
ろそろお乳は卒業です。

「今日からこれを食べるんだよ」
畜産農家のおじさんが用意してくれたのは、イ
ワシやエビ、大豆、トウモロコシ、ワラなどの
スペシャルごはん。毎日欠かさずそうじしてく
れる快適な牛舎で、大きくなるために必要な食
事と水をたっぷりとって、ケンちゃん牛はさら

こうして、あっという間に２年と半年の月日が
すぎました。
栄養満点の食事と健康的な生活で、ケンちゃん
牛の体重は 700ｋｇにまで増えています。牛の
成長は人間よりもかなり早いので、もうりっぱ
な大人の牛です。

「そろそろだな」
あるとき、農家さんたちが話し合っていました。
そろそろって何でしょう。
そういえば、自分より先にうまれた牛たちも、
大人になるとどこかへ連れて行かれ、いなくな
りました。今度はぼくの番なのかな…。

「今日できみとはお別れだよ」
農家さんはちょっぴり悲しそうな顔で優しくケ
ンちゃん牛をなでました。え？　もうおいしい
ごはんを食べられないの？

「出荷の準備をしなくては」
農家さんたちはいつもとちがうふんいきで、テ
キパキと動いています。

「出荷って、何だろう？」

にどんどん大きく育っていきます。
３ヵ月たったころにはなんと体重は 100ｋｇに。
もう農家の人たちより大きいけれど、みんなは
ケンちゃん牛が清けつでいられるように体をふ
いてくれたり、暑い季節には扇風機で風を当て
てくれたり、ていねいにお世話をしてくれます。
天気のいい日には牧草地に放し飼いにしてくれ
るので、のんびりと草を食べることだってでき
るのです。

「人間だったときに牧場で見た牛
うし

はこれだった
んだ」
ケンちゃん牛は気持ちのいい環境と十分な栄養
で、元気に成長していきました。

そのとき、ケンちゃん牛はなぜかとつぜん思い
出したのです。人間だったときに食べていたす
き焼きのことを。

「あのとき、ぼくは牛肉がどこから来たのか考
えていて…。そうか、牛肉のはじまりはここか
らだったんだ！」
…っていうことはつまり、ぼくはこれから…

「牛肉になるってこと~ ⁉︎」

ビックリしてワーっとさけんだとたん、ケン
ちゃんは目がさめました。どうやらとっても長
〜い夢を見ていたようです。思わず手を見ると、
それはいつもの自分の手でした。

大切に育てられ、
スクスク
大きくなる

ケンちゃん牛、
出荷される！
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牧場で十分に育った牛は「と畜場」や「食肉センター」に運ばれて、内臓や皮を取りのぞき解体され
ます。市場でセリにかけられたのち、加

か
工
こう

工
こう

場
じょう

へと運ばれて部分ごとに切り分けられます。そこからスー
パーやお肉屋さんなどに届けられ、さらに細かい骨や筋を取り、薄く切ったり加工したりしてから販
売されます。生きている牛はこうしてたくさんの人たちの手をへて、「食肉」になるのです。牛からい
ただいた大事な命ですから、残さず大切にいただきましょう。

牛は牧場で大切に育て
られます。

市場で「セリ」をして、一番高い値段
をつけた人が枝肉を買います。

加工工場へ運び、用途に合ったさまざまな
形に加工されます。

健康に育った牛は
出荷されます。

運ばれてきた生きている牛の
健康状態をチェック！
血液検査もおこないます。

検査室でさらにくわし
く検査をおこなうこと
もあります。

内臓などはそれぞれ専門の業者
があつかいます。

骨は細かくくだき、骨粉とし
て肥

ひ

料などにまぜて使います。
皮はベルトや靴などに
なります。

枝肉の状態で異常が
ないか検査します。

牛は全国にある食肉センターへ運ばれ、
食べやすいように解体されます。

飲食店 肉屋さん スーパー

胃や小腸など

ホルモンとして食べているよ

舌

しっぽ

心臓や肝臓、レバーなど

エサも牛の成長

に合わせて調
ちょう

整
せい

します。

★手間をかけて食の安全を守っています★

★命をむだなく大切に使います★

牧　場

生体検査

精密検査

内臓など

骨

皮

枝肉検査解　  体　   ・　  検　  査

出　荷

市　場

加工工場

食肉センター

牛を解体したときに残る皮や骨、内臓
なども検査され、加工されて捨てると
ころなく使用されています。

食肉センターでは、血液やせきずいを
ぬいて、皮をはがして内臓を取りのぞ
き、背骨の中心で２つに切り分けます。
こうしてできた肉を枝肉といいます。
解体後、牛の頭部、せきずい、内臓、枝
肉のそれぞれをくわしく検査します。

牛肉が食卓に届くまで
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体づくりに欠かせない
アミノ酸とは？ みなさんがふだん食べている肉は、動物によって味や食感にちがいがあります。

どの肉にもタンパク質がたくさんふくまれているのですが、そのほかにもさま
ざまな栄養がいっぱいつまっています。

動物を育ててもすべてを食用にできるわけではありません。骨などの食べられ
ない部分をのぞくと、食べられる部分はおよそ動物の体重の半分くらいになっ
てしまいます。動物を育てるにはたくさんの穀物と水が必要ですし、時間もか
かります。大切なお肉ですから、残さずいただきましょう。

●髪の毛

● 心 臓、胃
などの臓器

●つめ

●筋肉

●皮膚● 血液など

●骨

牛肉には、人間の体内でつくれないアミノ酸
（タンパク質のもと）がある！

わたしたちの体は約 20 種類のアミノ酸からで
きています。アミノ酸どうしがくっついてタン
パク質注 1 をつくり出し、体をつくっています。
心臓などの臓器、筋肉、骨、皮膚、髪の毛、つめ、
赤血球や白血球などの血液、体のはたらきを調
節するホルモン、病気に打ち勝つための抵抗力
など、多くがタンパク質でできているのです。
体をつくるタンパク質のもとになるアミノ酸
には体内でつくることができるアミノ酸注 2 と、
体内でつくれないアミノ酸注 3 があります。体
内でつくれないアミノ酸は外からとりこまなく
てはなりません。そこでわたしたちは牛やブタ、
ニワトリなどの肉、魚や植物など、さまざまな
生きものから尊い命を分けてもらわなければな
らないのです。とくに成長期は、日々の活動を
ささえるためのエネルギーを補給するためだけ
でなく、心臓などの臓器、骨や筋肉など、大

おとな

人
になるための体づくりにもタンパク質は欠かせ
ません。肉類はもちろん、卵、牛乳、大豆、カ
ツオやマグロ、サンマ、アジなどの魚、チーズ
などの乳製品もこれらのアミノ酸をバランスよ
く、たくさんふくんでいます。
わたしたちは生きるためにその貴重で良質なタ
ンパク源を生きものたちから分けてもらう必要
があるのです。

注 1）タンパク質、炭
たん

水
すい

化
か

物
ぶつ

、脂質を三大栄養素といいます。わたしたちの体を動かすエネルギーとして欠かせません。
注 2） 体内でつくることができるアミノ酸を非必須アミノ酸といいます。アルギニン（子どもでは必須アミノ酸にふくまれる
こともある）、グリシン、アスパラギン、アラニン、グルタミン、セリン、プロリン、チロシン、アスパラギン酸、システイン、
グルタミン酸の 11 種類があります。
注 3） 体内でつくることのできないアミノ酸を必須アミノ酸といいます。イソロイシン、ロイシン、スレオニン、バリン、メ
チオニン、フェニルアラニン、トリプトファン、リジン、ヒスチジンの 9 種類があります。

鉄分がいっぱい
貧血の予防に力を発揮する

亜鉛もたっぷり
体の抵抗力をアップ！

マグネシウムもたくさん
歯や骨をつくるために

欠かせない！

ビタミンＢ１がいっぱい
ほかの食べもののもっている
パワーを引き出す力がある

ビタミンＡがいっぱい
皮膚や目の健康と抵抗力アップに欠かせない！

消化がよい
胃の調子の悪いときにも胃に負担が

かかりにくい。 　

肉には栄養がたくさん！
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